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国民健康保険 高齢受給者証等印刷・加工仕様書 

 

１ 概要 

  高齢受給者証、高齢受給者証同封差に案内文等の作成及び印字、封入封緘。 

 

２ 作業時期（予定） 

【年次】４月中に年間スケジュールの確認を行うこと。なお、市及び請負業者は、納期、各作業の締め切り、封入物

等を両者で確認し、紙ベースで共有し、保管すること。 

項番 帳票名（帳票 ID） 作業内容 期限 

1 
高齢受給者証 

（0504-01） 

・校正、印刷 5月中旬 

・印字テスト 6月上旬 

・印字、封入、封緘及び納品 別添スケジュール 

2 
高齢受給者証同封案内文 

(0504-02) 

・校正、印刷 5月中旬 

・印字、封入、封緘及び納品 別添スケジュール 

3 
高齢受給者証同封パンフレット 

 (0504-03) 
・製品を納品し、封入のみ 6月下旬 

4 
高齢受給者証封筒 

 (0504-04) 

・校正、印刷 5月中旬 

・印字、封入、封緘及び納品 別添スケジュール 

詳細は、別添【国保】高齢受給者証スケジュール参照。スケジュールについては、単年度単位で変更する。 

 

【月次】２月中に年間スケジュールの確認を行うこと。なお、市及び請負業者は、納期、各作業の締め切り、封入物

等を両者で確認し、紙ベースで共有し、保管すること。 

項番 帳票名（帳票 ID） 作業内容 期限 

1 高齢受給者証（0504-01） ・印字、封入、封緘及び納品 毎月12～15日 

2 高齢受給者証同封案内文（月次分） ・印字、封入、封緘及び納品 毎月12～15日 

3 
高齢受給者証封筒 

 (0504-04) 

・校正、印刷 5月中旬 

・印字、封入及び納品 毎月12～15日 

詳細は、別添【医療-05】年次高齢受給者証スケジュール及び【医療-05】月次高齢受給者証スケジュールを参照。

スケジュールについては、毎年度で変更する。 

※【月次】の作業については、作業依頼のない場合もある。  

 

３ 帳票作成見込数 

単年度の予定数を示しているが、毎年度調整を行うこと。なお、テスト印字分は下記枚数に含まない。 

項番 帳票名 帳票ID 見込数 使用内訳 

1 高齢受給者証 0504-01 約6,500 
一括処理分4,500枚、月次1,000枚、 

市使用分1,000枚 

2 高齢受給者証同封案内文 0504-02 約4,200 一括処理分4,200枚 

3 高齢受給者証封筒 0504-04 約6,200 
一括処理分4,200枚、月次1,000枚、 

市使用分1,000枚 
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４ レイアウト及び性状 

【年次】 

項番 帳票ID 

加工指示 

備考 耳カット 
封入 封緘 圧着 

ブッキ

ング 両耳 左耳 右耳 

1 0504-01 ○   ○    1枚にカット 

2 0504-02    ○    
A4サイズ、両面、1色印刷、 

巻き3つ折り 

3 0504-04     ○    

 

【月次】 

項番 帳票ID 

加工指示 

備考 耳カット 
封入 封緘 圧着 

ブッキ

ング 両耳 左耳 右耳 

1 0504-01 ○   ○    1枚にカット 

2 新規    ○    
A4サイズ、両面、1色印刷、 

巻き3つ折り 

3 0504-04         

 

５ 封入封緘 

(１) 封入単位 

世帯単位。見込通数は約４，２００枚。 

※【月次】については封緘なし。 

(２) 封入物 

・高齢受給者証(カード) (0504-01) 

宛名が封筒の窓から見えるように封入すること。同封枚数は世帯の被保険者数。 

 

・高齢受給者証同封チラシ 

世帯単位で１枚。 

 

・高齢受給者証に関するパンフレット 

別途作成している高齢受給者証に関するパンフレットを世帯単位で１枚封入。 

パンフレットは、当市から印刷業者に製品を納品。 

     

   ※【年次】及び【月次】については、パンフレット以外は封入物同じ。また、【月次】については、封緘は行わ 

ない。 

※制度改正等により封入物が変更になる場合有。その場合は封入作業に影響がないか確認を行うこと。 

 

(３) 封緘 

封筒(高齢受給者用) (0504-04)に圧着のり付けによる封緘。【年次】のみ。 

封入封緘時の破損について 

破損分については、再度打ち出しを行い、封入封緘すること。封筒を破損した場合は、破損枚数を報告し、処 

分については、当市の指示により行うこと。 
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６ 納品に係る作業内容について 

(１) 発送処理 

データ区分ごとにPDFデータの順に並べ、納品ケース（段ボール箱）に梱包すること。 

納品明細書を作成し、件数を報告すること。 

 

(２) 残部材の納品について 

高齢受給者証同封チラシの未使用分については、完成品とともに納品すること。 

高齢受給者証、封筒等の未使用分については、当市打出分として使用することがあるため、当市の指示により 

納品すること。 

※枚数、仕様については、当市の指示のとおり。 

 

(３) 納品物のサンプルについて 

 年間スケジュール確認時もしくは、初回校正前までに納品サンプルを提出すること。 

 高齢受給者証の色が分かるもの。また、色彩のサンプル帳での提示ではなく、実際の証ベースでイメージが付 

くものを提出すること。 

市が複数のサンプルを必要とする場合は、複数のサンプルを提出すること。 

 

(４)  印字テストについて 

作業内容にある印字テストについては、前年から様式の変更が無くとも毎回行うこと。また、印字テストの結 

果についても使用した現物にて報告・提出すること。 

以上 


